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【 要 旨 】  
【 目 的 】慢 性 血 液 透 析 患 者 に お い て 高 容 量 の ES A 投 与 に も か か わ ら ず 低
ヘ モ グ ロ ビ ン を 呈 す る 患 者 の 生 命 予 後 は 不 良 で あ る こ と が 知 ら れ て い
る 。し か し 、 ESA 量 と ヘ モ グ ロ ビ ン の 関 係 が 生 命 予 後 に ど の 程 度 影 響 を
与 え る か は 明 ら か で は な い 。  
本 研 究 の 目 的 は 、 ES A 抵 抗 性 と 生 命 予 後 の 関 連 を 調 査 す る こ と で あ る 。 
【 方 法 】 常 磐 病 院 外 来 で 、 201 1 年 7 月 1 日 か ら 2 013 年 7 月 3 1 ま で の
間 に 6 カ 月 以 上 の 血 液 透 析 療 法 を 受 け て い る 患 者 を 対 象 と し た 前 向 き
研 究 を 行 っ た 。敗 血 症 、悪 性 疾 患 合 併 、他 施 設 へ 転 院 し た 患 者 な ど を 除
外 し た 248 名 が 対 象 と な っ た 。  
ESA 抵 抗 性 の 指 標 と し て エ リ ス ロ ポ エ チ ン 抵 抗 指 数 （ E RI） を 用 い た 。
調 査 に 先 立 つ 3 カ 月 間 （ 2011 年 4 月 1 日 か ら 2011 年 6 月 3 0 日 ） で 集
め ら れ た デ ー タ を も と に E RI を 算 出 し 、患 者 を 3 群 に 分 割 し た 。そ の 後
の 2 年 間 の 死 亡 率 を 調 査 し 統 計 学 的 解 析 を 行 っ た 。  
【 結 果 】 ERI が 最 も 高 い 群 は 、 ERI が 最 も 低 い 群 に 比 べ 死 亡 率 が 高 い こ
と が 確 認 さ れ た 。年 齢 、血 清 ア ル ブ ミ ン 値 で の 調 整 後 も 同 様 で あ っ た（ 多
変 量 Co x ハ ザ ー ド 解 析： P=0. 0121，ハ ザ ー ド 比： 4 .204； 95％ 信 頼 区 間 ：
1.173- 15.06 5）。  
【 結 論 】維 持 血 液 透 析 患 者 に お い て 高 い ES A 抵 抗 性 は 死 亡 率 の 増 加 と 関
連 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
